

本体裏面(取付ベースをはずした図）〈親器-モ器〉 


設置した年月を 
記入します。 



登録送信ボタン- 

♦親器に登録する 
ときに使用します。 


A r 


周波数設定スイッチ 

•周波数チャンネルを設定します。 
(出荷時: CH.1) 

:•を.必ず親器とモ器の周波数チヤン 
’ネルはさわせてください。 



义 住所-販売店名 
販 
売 


ご住所 

お名前 樣 

電話 （ ) 一 


使用周波数 
/周波数設定\ 
スイツチで 

\選択 / 

親器 ( SH 22417 - SH 2271 7) 

CH .1 (426.662 己/426.762己） MHz ] 
CH .3(426.687 已/42色. 7 S 7 曰 ） MHz 
CH . 已 （426.71 2已/42色.呂12曰 ） MHz 
CH .7(42 色.737已/42臣 .837 已 ） MHz 

の2波 

テ器 ( SH 22427 - SH 22 
CH .1 (426 .色62己 ） MHz 1 
CH .3(426.6 呂7已 ） MHz 
CH . 己 （426.71 2已 ） MHz 
CH .7(42 已 .737 已 ） MHz 

427 Y - SH 22127) 

の1波 


送信出力 

lOmW 瑚器 

電波の到達距離 
/使用場所の環境に、 

\より短くなります J 

親器〜子器 

:障害物のない場所での水平見通し距離約 loom 

寸 ま 

約ゆ100 mm X 約4日 mm (取付ベース含む） 

巧 S 

貨 ま 

約180 旨 (専用1」チウム電池含む） 

使用 周囲温度 

び C 〜+4ぴじ 

設置場所 

天井面.璧面 


付属の専用リチウム電池 
接続用コネクタ受け 


6 .異常時の点巧-処置 


♦修理 • サービスを®巧される前に、巧の点巧および姐置をして < ださい。 

下記の点検-処置をしても異常があるときは販売店に連絡してください。 


状態 

点 検 

処 置 

义災ではない 

殺虫剤やタバコの煙、調理 
の煙-蒸気などがけむり当 
蚕にかかっていませんか？ 

室内の換気をしてください。 

煙検知部にホコリなどがつ 
し、ていませんか？ 

煙検知部のホコリを取り除い 
て < ださい。 

のに义災警報 
動作をする。 

ねつ当番の近くに調理の熱や 
蒸気が滿留していませんか？ 

熱•蒸気などを取り除いて< 
ださい。 

または 

煙検知部に煙などが残って 
いませんか？ 

煙検知部の煙をうちわなどで 
あおいで取り除いて<ださい。 

乂ム誓巧動巧 
び止ま S ない。 

熱検知部に熱などが残って 
し、ませんか？ 

熱検知部の熱をうちわなどで 
あおいで取り除いて<ださい。 


警報停止ボタンが押された 
ままになっていませんか？ 
また引さひちびひっかかっ 
てし)ませんか？ 

警報停止ボタン、または引击 
ひちのひっかかりを直して< 
ださい。 

义災警ま目動作 

専用リチウム電池のコネク 
夕がはずれていませんか？ 

コネクタを差し込んでくださ 
い。 

専用リチウム電池が切れて 
し)ませんか？ 

/電池切れ警報動作をして、 

1 ぃた / 

2 コとち新しい専用リチウム 
電池に取り替えてください。 

-► r 拖エ説明書 J 参照 

をしない。 

火災警報音を停止しまし 
たか？ 

操作後か 5 約日分間は煙や熱 
を検知してら火災警報動作を 
しません。 



けむり当番-ねつ当番が故障 
していまず。版売店にご相談 
<ださい。 


状態 

点 検 

処 置 

警巧信止ボタ 
ンを巧した0、 
引をひをを 
引いてち封巧 

専用リチウム電池のコネク 
夕がはずれていませんか？ 

コネクタを差し込んでくださ 
い。 

専用リチウム電池が切れて 
いませんか？ 

(電池切れ警報動作をしていた） 

2コとち新しい専用リチウム 
電池に取り替えてください。 

一 r 旋エ説巧書 J 参照 

しない。 


けむり当番-ねつ当番が故障 
しています。販売店にご相談 
<ださい。 


r ピッ J 音び鳴 
り、巧動な(ホ) 
び点滅する。 


r ピッピッピッ J 
音び鳴り、作動 
な(ホ)び点滅 
ずる。 


作動な(ホ)び 
約 S 巧おをに 
点滅を繰り返 
ず。 


電池切れ警報音です。2コと 
ち新しい専用リチウム電池に 
取り替えてください。 

• r 旋ェ説明書 J 参照 


故障警報音でず。 

一 r 巧障ずると J 参.喝 


電池切れ警報音、または 
電波異常警報音を停止し 
ましたか？ 


警報停止ボタンを巧ず、また 
は引さひちを引いて警報音を 
確認してください。 

-► r 電化切れになると J 参照 
-► r 電液び届かなくなると J 参照 


作動な(ホ)び 
連続点滅ずる。 

故障警報音を停止しまし 
たか？ 

警報停止ボタンを巧す、また 
は引さひちを引いて警報音を 
確認してください。 

一 r 巧障ずると J 参.喝 

r ピッ、ホ登録 
でず。 J と鳴る。 


親器に子器が登録されていま 
せん。登録して<ださい。 

一 r 拖エ説明書 J 参照 


状態 

点 検 

処 置 

r ピッ、登録 

子器の登録可能台数を 
超えていませんか？ 

SH 22417の 
子器登録可能台数： 7台 

SH 22717の 
子器登録可能台数：14台 

親器1台につき子器の登録巧 
能台数は決まっています。 

子器を交換した場合は、子器 
の登録を消去してからずベて 
の子器を登録し直してください。 
-紀エ説明書 J 参照 

でまません 。 J 
と鳴る。 

周波数チヤンネルは合って 
いますか？ 

親器と子器の周波数チャンネ 
ルが違ラと登録でをません。 
合わせてください。 

-►r 旋エ説明書 J 参照 
セキュリティ受信器をお使い 
の場合は、セキュリティ受信 
器の周波数チャンネルも合わ 
せて < ださい。 

[ピジピッピッ、 

しば S くお待ち 
<ださい。 J と鳴る。 


けむり当番-ねつ当番が通信 
処理中です。しば5く待って 
か5操作してください。 


報時と警報音停止時の動作について 



巧知元のけむり当ま•ねつ当番 

連動巧のけむり当ま•ねつ当ま 

作動な(ホ） 

警報音 

作動な(射 

警報音 

通常 時 

消な 

— 

消巧 

— 

义が警報動作時 

早い点麻 

乂災警報音 

早い点減 

义災警報音 

お巧元で义災警報音 
を厚止させた場合 

消む 

— 

消な 

— 

連動先で乂災警報音 
を厚止させた場合 

早い点麻 

乂が警報音 

消な 

— 

故障警報動作時 

早い点麻 

故障警報音 

連動先は警報動作 
しません。 

故障警報音停止時 

早い点麻 

— 

電池切れ警報動作時 

遅い点麻 

電池切れ警報音 

電池切れ警報停止時 

遅い点麻 

— 

電波異常警報動作時 

遅い点減 

電波異萬警報音 

遅い点滅 

電波異常警報音 

電波異常警報停止時 

遅い点麻 

— 

遅い点滅 

— 


■引をひをがはずれた場合 I 

♦本体を取りはずして引きひをを取り付けてください。 

♦本体の取りはずしおよび取り付けについては、「己.お手入れち法」を参 
照してください。 


■引をひもをツメに通し、ミゾに収める。 

ミ主；引きひちびミゾに正しく収まつ 
' ていないと、取0付け後、引を 
ひもを正しく操作できなくなつ 
たり、本体を取0はずすことび 
でさません。 

本体養面 


引さひち 



7•廃棄について 


•交換後のけむり当番-ねつ当番については各市町巧で定め 5 れた方 
法にしたがつて廃棄してください。 


イ更ホ11 ゾモ（おぼえのため、記入されると梗利でず。） 


/ 

お買い上げ日 

年月日 

品 番 

\ 

販売店名 

電話 （ ) - 

お客様ご相談窓口 

V 

電話 （ ） ー ノ 


パナソニック電工株式会社 HA •たキュ U ティ事業部 
干 514-8555 =重県津巿藤方1668 

狡 Panasonic Electric Works Co ., Ltd . 2008-2009 


保証とアフターヴービス赔幫 


修理-お取り巧い-お手入れなど 
のご相談はまず、お買い上げの版 
亮店へお申し付け<ださい。 


修理を依頼されるとき 


「6.異常時の点検-処置」に従ってご確認の 
あと、直らないときは、お買い上げの販売 
店へご連絡 < ださい。 


相談巧がな<、お困0の場合は 
•修理は、 r 修理ご相談センター」へ！ 
•その伽ま、 r お客様ごネ目該センター」へ！ 


ご連おいただをたい内容 

〇製品名@品番©お買い上げ曰 
©故障の状況(できるだけ具体的に） 


■保証書(取巧説明書をご覧ください） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を確 
かめ、お買い上げの販売店から受け取り、 
保管して < ださし、。 

r 保証期間：お質い上げ曰か5本体1年間] 

■巧修用性能部品の巧有期巧を垣 

当社は、この住宅用义災警報器の機能を 
維持するために必要な部品を、製造打ち 
切り後7年保有しています。 


•巧部巧間中は、保証書の規定に従って、出 
張修理をさせていただをます。 

•保班期間を過ぎているときは、修理すれ 
ば使用でをる製品については、ご要望に 
より f 度巧させていたださます。 

•修埋料金は;夕の内容で構成されていまず。 
【技術料]診断•修理-謂整-点検などの費用です。 
【部品げ]修理に使用した部品および補助材料巧です。 
【出張料]ご依穎によ D 巧術者を派遣する費用です。 


パナソニック電工お客様ご相談窓□のご案内 


修理-お手入れ-お取扱い-工事などのご相談は、まずお買い求めの販売店-工事店 
へお申し付けください。 


* 乾居や贈答品などでお困りの場合は、商品名 


’部品などのご相談は 


修理ご相談センター 


品番をご確認の上、下記窓□へ 

ご相談窓口における個 
人情報のお取り扱い 


ナビダイヤル 
(を国共远ま号) 


_ n-i 化化 

査！ 0570 -081 -365 


を国どこひらでち巿巧通話料を 
でご利用いただけまず。 

_365日/受付9時一20時_ 

ただし、携帯電話- PHS 等は下記の電話番号へおかけください。 

大阪巧 06-6906-1090 

〒己 71-8 已86大阪巧門真巿門真1048パナソニック電エテクノサ-ビス(㈱ 

札幌巧01 1- 吕巨 1-6401 爲を古屋狂〇日2-日已 1-7 日00範 
東京な 03-5392-7 1901)福岡巧 092-622-0 日31範 

.ごま意•鬼}印は大限へ自動拉送になり、処点から大限までの居送通信料は'' I. 

I 巧社負担でず。 : 

V •所在地、電話ま号、夏巧時間などがをまになることびあります。ノ 


使いかた-お買い物などのご相談 

バナソニック 
お客様 

ご相談たンター 

3巨己 日/貪 付 S 時〜 2D 時 バナは3扣日 

電話多抗レ函 0120 -878-365 

■巧帯電話 .PHS でのご利用は… 06-6907-1187 

FAX ミ! ii 品レ 画，01 20-878-236 


) (ナソニック電工株式会社お 
よびその関係会社は、お客様 
の個人情報やご相談内容を、 

ご相談への対応や修理、その 
確認などのために利用し、そ 
の記録を残すことびあ0ます。 
また' 巧 D 返し電話させてい 
ただ< とさのため、ナン八一 
-ディスプレイを採用してい 
ます。なお、個人情報を適切 
に管理し、修理業務などを委 
託する場合や正当な理由びあ 
る場合を除さ、第兰者に提供 
しません。お問い合わせは、 

ご相談された窓□にご連絡く 
ださい。 



ご販売店様へ※巧欄は必ず記入してお渡し<ださい。 


願い上げ日 年月日 



晶 番 




登録消去ボタンー 

♦登録内容をすべて消去 
するときに使用します。 

:ミむ個別消去は 
でさません。 



モード切替ボタン 

♦動作モード-►登録モード 
一消まモードの順で切り 
誓わります。 

(出荷時：動作モード） 


取付ベースのはずし方 


♦取付ベースを本体に巧し付け 
ながら回す。 



本体と取付ベースを取りはずし 
たり、取り付けるときは本体の 
外周を持ってください。 


検知部を持つと、商品が破損ず 
るおそれがありまず。 


4-さ部のなまえとはた S ま 


けむり当ま 

親器 ( SH 2241 7 • SH 22717) • モ器 ( SH 22427 • SH 22427 Y ) | 

ねつ当ま 

子器（3卜12吕127) 


!報停止ボタン/作動な(ホ）（通常時：消な） 

•警報音を停止させにり、定期点検を行うときに使用しまず。 
♦警報時に点滅します。 

取付べース- 

本体- 



津民停止ボタン/作動な(ホ）（通常時：消な） 

•警報音を停止させた0、定期点検を行5とさに使用します。 
•警報時に点滅します。 


取付ベース 
本体 


アンテナ 

電波確認ボタン(親器のみ） 

♦電波環境を確認するとさに使用します。 

引きひも(約 80 cm ) - 


煙検知部 

煙び流入し、火が 
を検巧します。 

護報部 

I警報音び鳴 D ます。 


アンテナ 



I 報部 

»警報音び 
鳴0ます。 


熱検知部 

•熱を検ミ□します。 


♦警報音を停止させたり、定期点検を行ラときに使用します。 
♦引きひをを使用しない場合は取りはずしたり、使用しやすい 
長さにカツトして使用でをます。 （r 施工説明書」参照） 

■仕樣 


引きひも(約 80 cm ) - > 

♦警報音を停止させたり、定期点検を行ラときに使用しまず。 
♦弓Iきひをを使用しない場合は取りはずしたり、使用しやずい 
長さにカツトして使用できます。（「施工説明書」参照） 


種 別 

SH 22417 - SH22717 ’ SH 22427 - SH 22427 Y :光電式住宅用防災警報器 
SH22 127:定温式住宅用火が警報器 

型 式 

SH 22417 - SH 22717 ■ SH 22427 - SH 22427 Y : 

電池疏、2種の C3V、300mA). 連動型、自觀験臟化觸式焼信器’受信器） 
SH 22127： 

電池ち式 (DC3V、300mA). 連動型、自動試験磯能付、無線式(発信器 • 受信器） 

型式番号 

SH 22417 ’SH 22717 :鑑住第20〜11号 

SH 22427 - SH 22427 Y :鑑住第20〜に号 SH22127： 鑑住第20〜13号 

使用電池 

専用リチウム電池 SH 28455252 0(3V) 

電池寿命 

約1日年说） 


が 

乂災警報時 

検知元：ビュー、ビュー、火事です。火事です。 

連動先：ビュー、ビュー、他の部屋で火事です。 

i 

tV 

電池切れ警報時 

「ピッ、電池切れです。」（音声)を3回繰り返した搜、約40秒おさに r ピッ」（警報音） 

び鳴動。（し以上の音声と警報音の鳴動を約1時間ごとに繰り返す。） 

tV 

声 

故障警報時 

「ピッピッピッ、故障です。」（音声)を3回繰り返した搜、約40秒おさに r ピッピッ 
ピッ」（警報音)び鳴動。（政上の音声と警報音の鳴動を約1時間ごとに繰り返す。） 

1 

電波異常警報時 

親器から「ピッピッ、電波び届きません。」盾声)、子器から「ピッピッ、電波び受信で 
さません。」（音声)を3回繰り返した機、約40秒おさに r ピッピッ」（醫報音)び鳴動。 
(政上の音声と警報音の鳴動を約1時間ごとに繰り返す。） 

乂災警報音量 

1 m にて 70 dB し^上(鑑定基準） 


※お客様のご使用環境により短くなる場合びあります。 また' セキュリティ受信器 ( ECD ]1 日]- ECD 巳101)と組み合わせて使用した場合は、親器の電池寿命は約8年となります。 


已■お手入れ方法 



かまたは石けんか 


•けむり当番-ねつ当番の本体を取りはずしてお手入れしてください。 
•けむり当番-ねつ当番の取付部付近の天井面•壁面を掃除ずるとをち 
けむり当番-ねつ当番を取りはずしてください。 

•取りはずしや取り付けは、けむり当番-ねつ当番の本体の外周を持っ 
て行ってください。 

煙検知部または熱検知部を持つと、商品が破損ずるおそれがありまず。 


•けむ日当番-ねつ当番の本な:が巧れた S 


•巧に水または石けん水を浸し、 

よく絞ってか5ミちれをふき 
とってください。 

けむり当番-ねつ当番の内部に水び 
浸入しないよラにを意してください。 
アルカリ性洗剤•塩素系漂白剤- 
べンジン- シンナーおよびアルコール 
は使わないでください。アルカ U 性洗 
剤などを使ったときは、けむり当番- 
ねつ当番の表面にキズや割れび発生ず 
る場含びありまず。 


♦お手入れをはじ 

♦本体を取り付けてくださし、。 

•本体の表面びよく乾いてか5取り付けてください。 

•煙検知部または熱検知部に異物(糸くず、水など)び残っていない 
か確認してください。 

♦本体を取り付けてか5、正常に動作することを確認してください。 
(r 定期点横のしかた」参照） 


取りはずすとを 


■本体の外周を持ち、上に 
押し付けなが6左に回ず。 


図はけむり当番の場合 

巧し付けなび S 



取り付けるとさ 


n 引きひもをミゾに収める。 




引さひもが S ゾに正し 
く収まつていないと、 
取り付け後、引きひも 
を正しく操作できなく 
なったり、本体を取り 
はずずことがでをませ 
ん。 


旦本体の位置合わせ マークと 取付 
ベースの位置合わせマークを合 
わせてはめ込み、「カチン」と音 
がずるまでちに回ず。 


ちへ回ず ■ 


位置合わせ マーク 
(取付ベース） 

位置合わせマーク~^ド^、 

(本体） [がずはめ: 



本体 

:• 注•.本体の取付時、専用 U チ 
’•••’ ウム電池のリード線をは 
さみ込まないよラに ミ 主意 
して < ださし、。 


子器の場合 


親器の場合 



日本ミ肖防な定協さ鑑定品 


Panasonic 

住宅用义災警報器 I し取扱酬書 ) 


けむり肖番 2 種(電池ぶ • ワイヤレス連動視器 • 日台連動タイプ) 

(警報音.音青麵機能が）品ま SH 22417 • SH 22417 □□□[ |_般家庭が 

けむり当 is 種(電あま•ワ仆レス連動規器 • 15台連動タイス- 

(警報音.音青警報機能が）品き SH 227171 SH 22717 □□□ 

けむり当番2種(電池式 • ワイヤレス連動モお） 

(警報音.請警報機制が。。。ま SH 22427 . SH 22427 □□□ 

ロロロま SH 22427 Y ' SH 22427 YDDD 

ねつ当番定温が(電池式 • ワイヤレス連動モ器） 

(警報音.音青警報機能が）品ま SH 22127 • SH 221 27 □日 □ 


屋内専用 



このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとラございます。 

♦取巧説明書をよくお読みのうえ、正しくまをにお使いください。 

ご巧用前に r 2 .まを上のごを意 J をおずお読み < ださい。 

♦保部書は、 r お買い上げ日-販売店名」などの記入を確かめ、大切に保管してください。 


♦この商品は、法律(消防法9を 2) で住宅への設置および維持について義務が 
けられています。お客様での維持管理をお願いします。 

♦この商品は、煙検知部または熱巧知部の異常などを検出して自動的に警報ず 
る機能をもっています。警報音や作動口の点滅にごま意ください。 

( r 故障すると J 参照） 

•維持管理のために、6 力 印。回上定期点検を行ってください。 

( r 定期点検のしかた」参照） 


ご使用前に 


♦この商品は煙または熱を検知して警報する機能ををっています。 
♦この商品は日本消防横定協をの鑑定品です。けむり当番は住宅用防災警 
報器として、ねつ当番は定温式住宅用火災警報器として設置でさます。 
♦警報する機能ををっていますが火災の防止器ではありません。 

火災などによる損害については責任を負い兼ねますのでご了承ください。 
♦この商品は電波まで認め6れた r ル電カセキユ U テイシステムの 
無線局」です。 

♦設置されているいずれかのけむり当番-ねつ当番が、煙または熱 
を検巧すると、登録しているすべてのけむり当番-ねつ当番が鳴 
動して火災をお知らせします。 

♦巧用ずる前に視器と子器の貧録作業び化要です。 

爸録方法は施工説明書を参照して<ださい。 


親器の品番 

子器の登録可能台数 

SH 22417 

7台 

SH 22717 

]4台 


H 住戸に]システムで使用してください。 

►従来のブザータイプ、および音声タイプの住宅用火災警報器とは 
連動しません。 



2-まを上のごミ主意 


■化ずお守り <ださい 


A 警告 

〇 

必ず守る 

取り付け-取りはずし時などは足場を確保ずる。 

高所作業になり、転倒•落下のおそれがあります。 
安全に作業でさるようごま意ください。 


A ミち意 

§ 

引きひもを強く引っ張5ない。 

引をひちにぶ S さが5ない。 

転倒-落下のおそれがあります。 

安全のため、引さひをに強い力が加わると、 

引きひもがはずれる構造になっています。 

警報部に写を近づけて警報音を聞かない。 

守5ないと、聴力障害などの原因となるおそれび 
あります。 

〇 

おず守る 

取付ベース-商品本体の取り付けは確実に行ラ。 

商品が落下し、ケガや他の物品を破損する原因と 
なります。不備のないよラしっかりと取り付けて 
<ださい。 

専用リチウム電池のコネクタは確実に差し込む。 

差し込みが不十分な場含、発熱するおそれがあり 
ふ 9 〇 


3-使用上のご注意 


♦けむり当番-ねつ当番は絕对に 
分解-改造しないでください。 
また、けむり当番•ねつ当番を 
落下させたり衝撃を与えるよラ 
な取り扱いはしないでください。 


故障の原因となりまず。 



♦お取り付けいにだいた場所近くでの煙または熱には検知します 
が、他の部屋などで発生した煙または熱では検知しないことが 
あります。 


♦火災警報動作をするおそれびありますので、殺虫剤（くん煙殺 
虫剤-加熱蒸散殺虫剤を含む)を使用する前にけむり当番をポ 
U 袋などで覆ってください。 

使用後、換気をし必ずポリ袋などをはずしてください。 


>ライターなどの直乂でねつ当番の熱検知部を温めないで<ださい。 


故障の原因となります。 


M 週間政上留守にされたとさは、正常に動くかどラか点検をして 
ください。 （r 定期点検のしかた」参照） 

(留守中に電池切れ警報があってをわか6ないため） 


>電放(ノイズ)を頻繁に受けると、電池の消耗が早くなる場含が 
あ0ます。 


おことわり 


♦けむり当番-ねつ当番は、総務省の技術基準に適合しています。 
商品に貼り付けられている表示（奠マーク）は、その証明マーク 
です。表示マークの貼り付け6れている商品は総務大臣の許可無 
しに改造して使用することはでさません。 


改造するとミ去律により罰せ S れることがあります。 


8A3 533 00006 M0308-51109A 


まドあ 

肖-ホ 

鑛モソ。 

登と夕ん 
にンボせ 
器夕曾ま 
テボ切り 


お客様 


.キ U 卜 U 線- 









































































































































































































































































































































































































































































































く 無料修理規定 > 

1. 取撒説明書、本体貼がラペルなどのミ主意書にがった使用状態で保証期間 
内に故障した場合には、無料修理をさせていただきまず。 

(イ）無料修理をご依頼になる場合には、お買い上げの駆売店にお申しつ 
けください。 

(□) お買い上げの販売店に無料修理をごな頼になれない場合には、お宮 
様ご相談窓□にご相談ください。 

(八）この商品は出張修理をさせていただきまずので、修理に隙し本書を 
ご提示ください。 

2. ご転居の場合の修理ご依頼先は、お買い上げの販売店またはお宮様ご 
相談窓□にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本保証書に記入の販売店で無料修理をお受けになれな 
い場合には、お宮様ご相談窓□にご相談ください。 

4. 保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただきまず。 
(イ）使用上の誤りなび不当な修理や改造による故障及び損傷 

(□) お買い上げ懐の取付場所の移設、輸送、落下などによる故障あび損傷 
(八）乂雖、地震、水害、落雷、その他天雖地変あび公害、塩害、ガス害 
(硫化ガスなど）、異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周玻数）など 
による故障なび損傷 

(二） 車両、船舶などに搭載された場合に準ずる故障及び損傷 
(ホ）一般家庭用 U 外に使巧された場合の故障あび損傷 
(へ）本書のご提示がない場合 

(卜）本書にお買い上げ年月日、お容様名、販売店名の記入のない場合、 
あるいは字巧を書き替えられた場合 
(チ）離島または離島に準じる遠隔地へ化張修理を巧う場合の化張に要 
ずる実費 

5. 本書は日本国内においてのみ有効でず。 

目.本書は再発巧いたしませんので大切に保管して < ださい。 

7.お客様ご相談窓□は、取扱説明書をご参照ください。 


修理メモ 


※お客様にご記入いただいた個人情報（保証書控）は、保証期間内の無料 
修理対応及びその後の安全点橫活動のために利用させていただ<場合 
がございまずのでご了承ください。 

※この保証書は、本書に明示した期菌、条件のもとにおいて無料修理を 
お約束するものでず。従ってこの保証書によって、保証書を発行して 
いる者（保証責任者)、及びそれ(かの事業をに対するお客様の法律上の 
権利を制限ずるものではありませんので、保証期間経過後の修理につい 
てご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓□にお問 
い合わせ < ださい。 

※保証期菌経過後の修理や補修用性能部品の保有期間については、取扱説 
日月書をご覧ください。 

《This warranty に valid onlv in Jaoan . 


セキュリティ受信器 ( ECDl 101 • ECD 510 1) と組みをわせてほ用される方のみお読みください。 


9-1 


义災警報音が鳴った場合 

之 赤色 点励 が 

'p ーポー 


けむり当ま-ねつ当まび 
义災薑稱すると 


セキュ U テイ受信器で 
お巧百せ 



けむり当番-ねつ当番の煙検知部の煙、または熱検知部の熱がなぐなれば 
义災警報動作び止まりまず。（セキュリティ受信器の警報音も止まりまず。） 


乂災警報動作をした!5 


M 見場を確認して、1 ] 9番に通報するなど適切な処置をしてくださし、 


1义災警報音を停止ずるには1 

1セキユ U テイ受信器の 

♦けむり当番-ねつ当番の警報停 

1义災灯を消なさだるには 


止ボタンを押す、または引きひ 
ちを引< と、約已分間火災警報 
音を停止することびできます。 

獲 

♦セキュリティ受信器の警報音も惇 
止します。 

♦セキュリティ受信器の解除ボタン 
を巧すと、セキュリティ受信器の 
警報音は止まりますび、けむり当 
蚕-ねつ当番の火災警報音は止ま 
りません。 

♦火災警報音を停止してから約已分 
後も、煙または熱を検知している 
状態であれば再び乂災警報動作を 
します。セキュリティ受信器か5 
ち警報音が鳴ります。 


•セキュ U テイ受信器の解除ボタ 
ンを押して < ださい。 


セキュリティ受信器の確認 
ボタンを巧ずと 


•確認メッセージが鳴り、义災警 
報が発生したことをお知らせし 
まず。 

「乂災警報器〇番異常があり 
ました。確認してください 。 J 


9-2 •セキュリティ受信器の電池 
切れ表示なやシステム確認 
表示好が点好した場合は 


電池切れび近いけむり当番 • ねつ当番びある場合やけむり当番 • ねつ当 
蚕に異常びあると、電池切れ表示口やシステム確認表示灯び点灯してお 
知らせします。このとき、セキュ U ティ受信器の確認ボタンを押すと、シ 
ステム確認メッセージび鳴り、異常内容を確認することびできます。 


油 


セキュリティ受信器は、非警戒状態(警戒ボタンと報知ボタンび 


:*/消口している状態)で巧ってください。 


異常内容の確認ち法 


電池切れ表示灯またはシステム確認表示灯び点!打した5 

丽 


確認ポタンを 
巧す 



電池切れ表示巧/赤色点な 



システム確認表示巧/赤色点'な 


システム確認メッセージで異常内容をお知 S せします。 


異常が復旧すると、電池切れ表示丹または 
システム確認表示丹が消丹します。 


異常内容の対処ち法 


鳴っている;><ッセージの内容に応じて、処置してください。処置 
してを電池切れ表示灯やシステム確認表示灯が消灯しない場合は、 
お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口へ相談してください。 

，ぶと*セキュリティ受信器では電池切れや故障、通信でさないけむり当 
乂ち•'蚕*ねつ当番を特定ずることはでをません。 

〇:登録番号 


システム確認 
メッセージ 

表示丹 

内容 

処置 

乂災の〇番 
電池切れです。 
電池を交換して 
ください。 

a 

電删れ 
電池切れ 
表示灯 
赤色点な 

けむり当番- 
ねつ当番の 
電池切れ 

けむり当番-ねつ当番の 
電池切れび近<なってい 
よ 9 0 

-電池切れになると」に 
したがって処置して< 
ださい。 

乂災の〇番 
通信でをません。 
確認して 
ください。 

システム 

植認 

システム確認 
表示む 
赤色点む 

通信 エラー 

けむり当番-ねつ当番の 
電波が届いていません。 

一!"電波が届かな < なる 
と」にしたがって処置 
して < ださし、。 

乂災の〇番 
故障でず。 

けむり当番- 
ねつ当番の 
故障 

けむり当番-ねつ当番の 
故障です。 

-►「故障すると」にしたがっ 
て処置してください。 


〇毎 


♦けむり当番-ねつ当番の故障や電池切れ情報は、最大約32時間に 
1回、セキュ U ティ受信器に移報します。 


8.使用方法 

■义災び発生ずると 



r ビュー、ビュー、义事です。义事です。 J と鳴ります。 


>煙または熱を検知すると、乂災警報音が鳴り作動な(赤)の点滅で、 
乂災をお知5せします。 


乂災警報動作 


連動警報動作 


火災警報音(検知元）： 
ビュー、ビュー、 
火事です。火事です。 


作動な(赤） 


燃□元 


火災警報音(連動先）： 
ビュー、ビュー、 

他の部屋で乂事です。 

L 連動先 I 




煙横ミ日部の煙、または熱検知部の熱がなくなれば、ずべてのけむり 
当番-ねつ当番の义災警報動作-連動警報動作が止まり通常のが態 
に戻りまず。 


乂災警報動作をした!5 


W 見場を確認して、1 ] 9番に通報するなど適切な処置をしてください。 


义災警報音を停止するには 


検知元で乂災警報音を止めた場含 


>警報停止ボタンを巧す、または引きひちを引くと、約日分間、すべて 
のけむ0当番-ねつ当番の乂災警報音を停止することびでさます。 
>义が警報音停止中(約已分間)に警報停止ボタンを巧ずか、弓 I きひわを引 
いた場含は、操作している間操作した警報器か5火災警報音び鳴りまず。 


警報停止ボタン 


検知元 


連動巧 


作動巧(ホ)消 I 打 




f 注’‘ • 火災警報音停止中(約己分間)は、お巧元では煙または熱を検 
>•••’ 知しても义災警報動作をしません。ただし連動巧では、煙ま 
たは熱を検知ずると乂災警報動作をしまず。 


♦火災警報音を停止してか日約曰分後を煙または熱を検知している状態であ 
れば、巧び検知元では火災警報動作、連動先では連動警報動作をしまず。 
約已分媛に煙または熱びなくなっていれば、自動的に通常の状態に戻ります。 

•くお* I 煙検知部の煙、または熱検知部の熱がなくなるまで、火災警報動 
1*1 ろ’作および連動警報動作を繰り返しまず。 


連動先で火災警報音を止めた場含 


►警報停止ボタンを巧す、または引をひわを引<と、検知元がのけむ 
り当番-ねつ当番の火災警報音を約已分間停止することびでさます。 
(検知元は火災警報動作をし続けます。） 

►火災警報音停止中(約日分間)に警報停止ボタンを押すか、引さひわを引 
いた場合は、操作している間操作した警報器か日火災警報音が鳴ります。 


検知元 


作動な(赤)点滅 


[連動 



警報停止ボタン 
作動巧(ホ)消打 



♦火災警報音を停止してか5約日分後ち検知元び煙または熱を検知して 
いる状態であれば、再び連動警報動作をします。検知元で約已分後に 
煙または熱びなくなっていれば、自動的に通常の状態に戻ります。 

/:±*.煙横知部の煙、または熱検知部の熱がなくなるまで、連動警報動 
ス^作を繰り返し、検知元では火災警報動作をします。 

♦連動警報動作停止中に、連動先で煙または熱を検知した場合は、検知 
元では火災警報動作をし、連動先では連動警報動作をします。 


义災«かでを下記のよ5な場合に义災警巧動作をすること 
びあ0まず。 

室内の換気をずるなどして、火災警報動作の原因を取り除けば 
火災警報動作は止まりまず。 


けむり当番 


♦スプレー式殺虫剤や化粧品などのスプレーび直接けむり当番 
にかかったとを。 

♦タバコや線香などの煙びけむ0当番にかかったとさ。 

♦くん煙式-加熱蒸散式の殺虫剤を使用したとさ。 

♦調理の煙や蒸気などびけむり当番にかかったとさ。 

♦けむ0当番び結麗したとさ。 


ねつ当番 


♦レンジ-エアコン•ストーブなどの熱を検知したとさ。 



■電池切れになると 


r ピッ、電池切れです。 J と鳴ります。 


•専用リチウム電池の電池電圧がお下して電池寿命が近づくと、 
電池切れ警報音が鳴り作動好(赤)が約8秒おきに点滅して、電池 
切れをお知5せします。 

※電池切れ警報は約1週間継続します。 

※電池寿命は約]日年を想定していますび、お客様のご使用環境により 
短くなる場をびあります。 


電池切れ警報動作 


電池切れ警報音：「ピッ、電池切れです。」（音声)を 
3回繰り返した後、約40秒おさに 
「ピッ」（警報音)が鳴る。 

作:^上の音声と警報音の鳴動を、 

I 約]時間ごとに繰り返す 。 ) 



電池切れ警報動作をした!5 


♦お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にご相談いただを、 
2コとを 新しい専用リチウム電池に交撰してください。 

(専用 U チウム電池品番： SH 284 已曰2已2日） （2 コ必要） 


専用リチウム電池の交換ち法 


〇本体を取りはずず。 

( r 已.お手入れ方法」参勵 
0電池コネクタか5コネクタを 
引さ巧く。 

@新しい専用リチウム電池を 
入れる。 （ r 施工説明書」参照） 

〇 r 定期点検のしかた」を参照して 
正常に動作することを確認ずる。 


専用 IJ チウム電池 



コネクタ 


電池切れ警報音を停止するには 


♦警報停止ボタンを押ず、または引きひもを引くと、「ピッ、電池切れ 
でず。」が3回鳴り、その後約16時間電池切れ警報音が停止しまず。 

※作動灯(ホ)は約8秒おきに点滅し続けます。 

※電池切れ警報音停止中に警報停止ボタンを押す、または引きひわを 
引いた場含は、電池切れ警報音び鳴0、操作後か5再度、約]目時間 
電池切れ警報音び停止します。 


■電波び届かな<なると 


「ピッピッ、電液が届をません。 J と鳴ります。 


•けむり当番-ねつ当番は、親器と子器間の電放が届くかどうかを 
確認するために約1日に1回、自動的に電渡確認を行い、異常が 
あった場含に電玻異常警報としてお知5せします。 



電波異常警報動作 


電波異常警報音：親器から r ピツピツ、電放が届さません。」 
(音声)を3回繰り返した後、約40秒おき 
に r ピツピツ」（警報音）が鳴る。 

子器からは r ピツピツ、電波が受信できま 
せん。」（音声)を3回繰り返した後、約40 
秒おきに r ピツピツ」（警報音)が鳴る。 
f 政上の音声と警報音の鳴動を約1時間、 
、ごとに繰り返す。 1 


警報停止ボタン 



電波異常警報動作をした！5 


>家電商品や日 A 機器の電波(ノイズ)の影響を受けている場合びあ0ま 
すので、それ!5の機器を移動させてくださし、。 

または、親器とすべてのテ器の周波数チヤンネルを変更してください。 
対処渡、親器の電波確認ボタンを押して電波確認を行ってください。 
(「施工説明書」参照） 


電波異常警報音を停止するには 


•警報停止ボタンを巧ず、または引きひもを引くと、親器の場合は 
「ピツピツ、電波が届きません。」モ器の場合は r ピツピツ、電波が受 
信でさません。 J が3回嶋り、その後約16時間電波異常警報音が停止 
しまず。 

※作動口(赤)は約8秒おきに点滅し続けます。 

※電波異常警報音停止中に警報停止ボタンを巧す、または引さひちを 
引いた場合は、電波異常警報音び鳴0、操作後か日再度、約1日時間 
電波異常警報音び停止します。 


警報が同時に発生した! 5- 


>下記の優先順位に基づいて、一番優先の高い警報ッセージ 
が鳴動します。 

G 乂災警報 

0故障警報 

@電池切れ警報 

©電波異常警報 


■巧障ずると 

ピッピッピッ、巧障です。 J と鳴ります。 

♦けむり当番またはねつ当番は約1時間ごとに煙検知部または熱検 
知部の自動試験を行い、煙または熱が正常に検知できなくなると、 
故障警報音が鳴り作動な(ホ)が点滅して、自動的に故障をお知5 
せします。 


故障警報動作 


故障 警報音：「ピッピッピッ、故障です。」（音声)を 
3回繰り返した後、約40砂おさに 
「ピッピッピッ」（警報音)が鳴る。 

f 政上の音声と警報音の鳴動を約1時間'! 
、ごとに繰り返す。 ) 


故障元 


警報停止ボタン 



:'ミ主} ♦故障警報動作は連動 
*■* しません。 

♦故障状態では煙また 
は熱を検巧でをず、 
乂災警報動作をしま 
せん。 


故障警報動作をした!5 


♦お買い上げの販売店またはお客様ご相談窓□にご相談いたださ、すみ 
やかにけむり当番‘ねつ当番を交換してください。 

♦親器を交換ずる場合 

交換體、使用するすべてのテ器を再登録してください。 

♦子器を交換ずる場合 

交換する前にテ器の登録を消去して < ださい。 （ r 施工説明書」参照） 
交換體、使用するすべてのテ器を再登録してください。 

，•ミお • 親器は必ず使巧してください。 

乂 子 • また、故障した子器の電池を抜いて放置されると、他の警報器 
か5電波異常警報が鳴りまず。 

使用しないモ器は必ず登録を消去してください。 


故障警報音を停止するには 


♦警報停止ボタンを押ず、または引きひもを引くと、「ピッピッピッ、 
故障でず。」が3回晴り、その後約16時間故障警報音が停止しまず。 

※作動口(赤)は点滅し続けます。 

※故障警報音停止中に警報停止ボタンを巧す、または引きひわを引い 
た場合は、故障警報音び鳴り、操作樓か5再度、約1目時間故障警報 
音び停止します。 


■定期点検のしかた 


♦正常に動作することを確認するために、6力月に1回！; Lb 定期点 
検を巧ってください。 

♦電池切れ警報が出なくてち、専用 U チウム電地は約10年を目安 
に交換することをおすすめします。 


煙検知部や熱検知部にホコリがついていないかを確認する 


♦煙検知部や熱検知部にホコ U びついている場合は、ホコリを取ってく 
ださい。ホコ U やくをの巣び表面につくと煙または熱を検知しにく 
くなった0、誤動作の原因となります。 


動作機能と連動機能を確認する 


〇警巧動作中や警巧音厚止中でないことを巧認ずる。 


テスト機能をほって B 誘ずる 


>0警報停止ボタンを巧ず(約1砂間）、 

または引きひらを引 <(約1砂間）。 

♦操作した警報器から「ピッ、テスト中です。」び数回鳴0、その 
後すベての警報器か5テスト結果を1分間お知5せします。 
♦テスト中は作動灯(ホ)び点滅します。 

♦いずれかの警報器で警報停止ボタンを巧す、または引をひも 
を引くと、すべての警報器び鳴動停止します。 


义災警報音を鳴 5 して巧認ずる 


4^0警陆厚止ボタンを巧し続ける(約4巧な上）、 

または引をひちを引っ張日続ける(約4砂は上）。 

♦「ピッ、テスト中です。」び1回鳴った後、火災警報音「ビュー、 
ビュー、义事です。火事です。」び鳴0、作動灯(ホ)び点滅す 
れド正吗っ^す 

♦連動先を正常であれば、火災警報音「ビュー、ビュー、他の部 
屋で火事でず。」び鳴〇、作動な(ホ)び点滅します。 

♦警報停止ボタンまたは引きひもをはなすと、すべての警報器 
び鳴動停止します。連動先で警報停止ボタンを巧す、または 
引さひをを引くと、連動先の火災警報音のみ停止します。 


テスト結果 


メッセージ巧容 

処置方法 


正常です。 

ピッ、電池切れ 
でず。 

電池切れびおくなっています。 

該当する警報器の専用 U チウム電池を2コと 
を交換して < ださい。 

ピッピッ、電波が 
届をません。 

周辺ノイズの影響を受けて、電波び受信でさ 
ません。使用環境を確認して影響している機 
-器を移動させてください。または親器とすべ 
てのテ器の周波数チヤンネレを変更してくだ 
さい。 

ピッピッ、電波が 
受信でをません。 

ピッピッピッ、 
故障でず。 

故障しています。お買い上げの販売ちまたは 
お客様ご相談窓口にご相談いただき、すみや 
かに交換してください。 

何もメッセージが 
鳴5ない 

専用 U チウム電池びはずれているか、故障し 
ている可能性びあ0ます。専用リチウム電池 
のコネクタを確認して<ださい。差し込まれ 
ている場合は、お買い上げの販売店またはお 
客様ご相談窓□にご相談いただを、すみやか 
に交換してください。 

/ \ 


動作機能と連動機能の確認をすると、下記項目について、 
異常などがないか確認でさます。 

•煙検知部-熱検知部の異常 •警報部(スピーカー)の異常 
•電池切れ •連動機能の異常 

•電波異常 


キ U 卜 U 線 















































































































































































































